
 

 

 

 

 

 

平成 27 年８月 24 日発行 

 

日中はまだまだ汗ばむ日が続いていますが、少しずつ秋の気配も感じられるようになってきました。 

暑さを乗り切った子供たちは、そろそろ疲れが出てくるころです。 

まだまだ暑い日が続きますので、無理の無いように十分な睡眠と栄養に配慮し、入浴などを行い疲労回復に努め

ましょう 

 

 

８月７日は「鼻の日」 

鼻をたいせつに 

鼻の異物 

 

鼻腔異物（鼻の中に異物が入ってしまっ
た状態）の場合、９５％が小児といわれ
ています。 

子どもの場合，異物が入っていることを
伝えられなかったり，いたずらして自分
で入れているため，本人は悪いことをし
たと思っているので黙っていたりするこ
とが多く，長い期間経過してしまい，耳
鼻咽喉科を受診した際見つかることも 
よくあります。 
片方の鼻だけ詰まって，悪臭のある鼻水
が出ている場合は，異物が長期間入って
いる可 能性があります。 
無理に取ろうとするとかえって奥に押し
込んでしまうこともあるので危険です 
鼻の形は複雑です。異物をみつけたら耳
鼻咽喉科へ行きましょう。 

鼻の主な役割は 

・呼吸のときの空気の通り道としてのはたらき 

・吸い込んだ空気の加温・加湿、細菌や有毒物質な

どに対する防御 

・においを感じる感覚器 

・ 発 声 の 際 に 音 を 響 か せ る 共 鳴 器                 

などの役割があります 

  鼻かみは、ゆっくり片方ずつ 

 

強くいっぺんにかむと、鼓膜に圧

力がかかり、中耳炎の原因になる

ことがあります。ゆっくりと片側

の鼻の穴を押さえ、少しずつかむ

ようにしましょう 

 

鼻をほじるくせのある子は、鼻の

粘膜が弱くなり、鼻血が出やすく

なります。無意識のうちにやって

しまうようなら、寝ている間は手

袋をするのもいいでしょう。 

 


